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Drone Impact Challenge Education  
（本日３年生 明日 2 年生実施） 

区内企業の 

さんとのコラボ企画のスペシャ

ル授業になります。 「ドローンの活用によって、よりよい社会創造。そして、

モビリティ未来社会の実現」を目指す渋谷区の企業です。3 年生が本日 12

日、2 年生が明日 13 日に小型のドローンを使った操縦体験になります。 

                                           

https://fpvrobotics.com/   
 今回使用するドローンは「、トイ・ドローン」と言わ

れる機体で 100ｇ以下の資格や申請の不要のドロー

ンです。西原キャンパスでは、この「トイ・ドローン」

を常設しようと準備を進めています。 

 ドローン操縦の知識と未来社会のドローン利活用

（空飛ぶクルマ）についての講義のあとに、マニュア

ル操縦とプログラミング操縦の体験をしました。 

 

 今回、実施できなかった 1年生は次年度以降、実施し

ますので・・・。 

 

https://fpvrobotics.com/


学習課題：得点ルールに従って、高得点をあげられるようにプログラミングする。

【得点ルール】
制限時間：1分
＜ポイント＞
残り時間：1秒1点
高跳びバー乗越え…+10pt
中継点着陸…+30pt
ゴール着陸…+50pt

プログラミング学習 事前学習説明 個人ワーク用

①ドローンは1秒間で
前後左右：約90cm
上昇下降：約70cm
動きます。
(※ただし、2秒以上の命令は
は勢いが付き、より⾧い距離
進みます。)
②離陸コマンドは約70㎝の
高さまで自動で上がります。
③高跳び台の高さは約
120cmとします。
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※ドローンは1秒で
約90㎝の進行速度を想定

約600cm

約400cm（コース案）
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